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要
予
約

と　き

ところ
主催・
連絡先

　

船
橋
市
議
会
は
８
月
27
日
か
ら
の
40
日
間
、
２
０
２
６
年
第
３
回
定
例
会
を
開
き
、
昨
年
度
決
算

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
も
物
価
高
騰
が
暮
ら
し
を
圧
迫
し
、
船
橋
市
は
市
民
一
人
当
た
り
４
千
円
の
給
付
等
を
実

施
。
日
本
共
産
党
な
ど
の
求
め
で
低
所
得
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
金
、
子
ど
も
一
人
２
万

円
の
子
育
て
応
援
手
当
も
支
給
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
国
庫
支
出
金
の
範
囲
内
で
す
。
市
の
単
独

事
業
は
小
中
学
校
で
の
文
化
芸
術
鑑
賞
助
成
く
ら
い
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
剰
余
金
積
立
後
の
財
源
調
整
基
金
は
２
４
３
億
２
千
万
円
と
高
水
準
に
。
日
本
共
産
党

は
「
生
活
苦
の
市
民
を
冷
た
く
突
き
放
し
、
不
要
不
急
の
大
型
開
発
を
優
先
し
た
」
と
指
摘
し
、
一

般
会
計
決
算
の
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豪
雨
災
害
、
港
湾
の
軍
事
利
用
な
ど
様
々
な
問
題
を
日
本
共
産
党
は
取
り
上
げ
、
住
民
の

福
祉
増
進
と
公
共
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
市
に
求
め
ま
し
た
。

午後１時
   ～４時

11月26日（木）
12月23日（水）

市
民
に
冷
た
く
、
不
要
不
急
の
大
型
開
発
優
先

た
め
こ
み
の
財
調
残
高
は
２
４
３
億
円
余
に
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２
０
２
６
年
度
決
算

海
老
川
上
流
地
区

―
―
無
理
な
開
発
と
新
駅
建
設
の
矛
盾

　

海
老
川
上
流
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
へ
の
助
成
事
業
で
、

2
0
2
5
年
度
、
市
は
予
算
額

約
20
億
6
千
万
円
の
う
ち
約

11
億
3
千
万
円
を
翌
年
度
に
繰

り
越
し
、
約
6
億
3
千
万
円
は

使
わ
ず
に
残
し
、
不
用
額
に
し

ま
し
た
。
同
区
画
整
理
事
業
の

雨
水
を
貯
留
す
る
調
整
池
や
排

水
施
設
、
河
川
整
備
な
ど
の
工

事
が
遅
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

2
0
2
4
年
度
の
決
算
で
も

同
様
に
、
工
事
の
遅
れ
で
16
億

3
千
万
円
も
の
不
用
額
を
出
し

て
い
ま
す
。
液
状
化
や
水
害
の

リ
ス
ク
が
あ
る
土
地
で
の
開
発

計
画
そ
の
も
の
に
無
理
が
あ

り
、
本
来
は
中
止
す
べ
き
事
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
が
、
工
事

の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
総
事
業
費
が
「
約
１

０
０
億
円
」
と
な
っ
た
東
葉
高

速
鉄
道
の
新
駅
は
2
0
2
9
年

3
月
の
開
業
予
定
で
す
。
区
画

整
理
事
業
の
土
地
造
成
の
完
成

予
定
は
2
0
3
0
年
3
月
で
、

新
駅
の
方
が
1
年
早
く
完
成
し

ま
す
が
、
区
画
整
理
事
業
が
予

定
通
り
に
進
む
か
疑
問
で
す
。

駅
が
完
成
し
て
も
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
が
間
に
合
わ
ず
、
電
車

が
止
ま
ら
な
い
駅
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

懸
念
さ
れ
る
の
は
新
駅
開
業

に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
開
発

を
急
ぎ
、
調
整
池
や
河
川
整
備

の
安
全
性
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
船
橋
市
に
対
し
、
安
全

性
の
確
保
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、
工
事
の
遅
れ
を
認
め
、

「
新
駅
開
業
と
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
が
一
体
と
な
る
よ
う
関
係

機
関
と
協
議
す
る
。
雨
水
排
水

施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
必
要
な
協
議
を
進
め
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

小
室
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守

小
室
八
幡
神
社

船橋再発見

　北総線「小室駅」から徒歩約５分、小室町にある小室八
はちまん

幡

神社の境内および裏手には、帝釈天王や駒形神社を祀
まつ

る祠
ほこら

が

あり、周辺の「切り通し（切通し）」や地層・木の根がむき出し

になった独特の景観は一見の価値あり！

豪
雨
災
害
対
応
の
検
証
と防

災
対
策
の
強
化

　

８
月
13
日
の
記
録
的
な
豪
雨

で
は
、
船
橋
市
内
各
地
で
河
川

が
溢
れ
、
道
路
が
冠
水
し
多
く

の
自
動
車
が
水
没
す
る
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

豪
雨
当
日
の
18
時
に
は
レ
ベ

ル
４
の
警
報
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
市
は
夜
間
ご
み
収
集
の
委

託
業
者
に
収
集
継
続
を
求
め
、

結
果
と
し
て
３
社
の
収
集
車
５

め
ま
し
た
。
市
は
、
関
係
部
署

と
情
報
共
有
し
、
公
開
す
る
情

報
や
方
法
を
検
討
す
る
と
答
え

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
防
災
対
策
と
し
て
、

避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
テ
ン
ト
型
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
の
備
蓄
と
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
（
避

難
所
へ
被
災
後
48
時
間
以
内
に

ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド

を
整
備
す
る
）
に
取
り
組
む
こ

と
、
防
災
対
策
に
必
要
な
予
算

を
し
っ
か
り
確
保
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

市
は
、
備
蓄
資
機
材
の
調
査

研
究
を
続
け
、
避
難
所
の
生
活

環
境
改
善
に
取
り
組
む
と
答
え

ま
し
た
。

台
が
水
没
す
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
消
防
局
で
は

17
時
台
か
ら
１
１
９
番
通
報
が

急
増
し
、
17
時
30
分
に
は
職
員

の
緊
急
増
員
を
決
定
し
て
い
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
こ
う
し

た
危
険
情
報
が
庁
内
で
共
有
さ

れ
、
早
期
に
幹
部
に
よ
る
集
団

的
な
判
断
が
行
わ
れ
て
い
れ

ば
、
被
害
を
防
げ
た
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
し
、
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

　

市
は
、
情
報
共
有
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
と
答
弁
。
市
長
も

「
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
も
た
く

さ
ん
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

災
害
時
こ
そ
、
現
場
の
情
報
を

集
約
し
、
市
長
や
幹
部
が
責
任

を
持
っ
て
迅
速
に
判
断
す
る
体

制
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
道
路
や
河
川
の
危
険

箇
所
の
情
報
を
離
れ
て
い
て
も

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る

よ
う
、
河
川
へ
の
監
視
カ
メ
ラ

設
置
、
道
路
冠
水
や
通
行
止
め

情
報
の
一
元
的
な
発
信
、
市
内

各
地
の
雨
量
情
報
の
公
開
を
求

8月21日、日本共産党船橋市議団は市長に「2026
年8月豪雨災害についての要望書」を提出しました。



あ の 街 こ の 町 　２０２６年 １１・１２月 　No. ２５０ （ ２ ）

　

船
橋
の
港　

軍
事
利
用
で
標
的
に

暮
ら
し
と
人
権
を
守
れ
る
職
員
体
制
を

　

ら
ら
ぽ
ー
と
の
そ
ば
の
船
橋

の
港
は
「
千
葉
港
」
の
一
部
で

す
。
そ
の
千
葉
港
を
国
は
「
特

定
利
用
空
港
・
港
湾
」
に
指
定

し
、
平
素
か
ら
軍
事
訓
練
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
５

月
に
千
葉
県
に
、
７
月
に
は
船

橋
市
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
全
国
の
空
港
・
港
湾

　

ご
み
収
集
や
保
育
園
の
給
食

調
理
業
務
は
、
市
民
生
活
や
子

ど
も
の
成
長
に
直
結
す
る
重
要

な
公
務
で
す
。　

　

難
病
患
者
は
、
専
門
医
療
機

関
が
限
ら
れ
る
た
め
遠
方
へ
の

通
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
医
療
費
に
加
え
て
交

通
費
や
人
工
呼
吸
器
、
ス
ト
ー

マ
装
具
な
ど
の
費
用
も
負
担
し

て
い
ま
す
。
病
気
に
よ
っ
て
就

労
が
制
限
さ
れ
、
収
入
に
不
安

を
抱
え
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

船
橋
市
は
１
９
７
９
年
（
昭

和
54
年
）
か
ら
、
通
院
費
や
療

養
生
活
を
支
え
る
独
自
の
「
難

病
患
者
援
助
金
」
制
度
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
10
月

57
施
設
が
指
定
さ
れ
、
艦
船
へ

の
実
弾
や
ミ
サ
イ
ル
の
積
み
下

ろ
し
な
ど
の
訓
練
が
２
年
間
で

１
万
１
９
０
６
回
以
上
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の

訓
練
に
は
米
軍
も
加
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

国
際
法
上
、
民
間
施
設
へ
の

攻
撃
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
軍

事
訓
練
を
行
な
っ
た

港
湾
は
そ
の
保
護
か

ら
外
れ
ま
す
か
ら
、

船
橋
の
港
が
米
軍
へ

の
報
復
攻
撃
の
的
と

さ
れ
る
恐
れ
が
出
て

く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
「
指
定
」

を
受
け
入
れ
な
い
よ

う
、
日
本
共
産
党
は

船
橋
市
と
千
葉
県
に

求
め
て
い
ま
す
。

新
湾
岸
道
路　

ル
ー
ト
を
決
め
て
か
ら

環
境
影
響
評
価
で
は「
順
序
が
逆
」

　

国
な
ど
が
検
討
を
進
め
る
新

湾
岸
道
路
は
、
複
数
の
ル
ー
ト

案
を
比
較
評
価
す
る
段
階
に
入

っ
て
い
ま
す
。
８
月
の
有
識
者

委
員
会
資
料
で
は
、
三
番
瀬
や

谷
津
干
潟
な
ど
に
「
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、

今
ど
れ
だ
け
三
番
瀬
の
自
然
環

境
が
残
っ
て
い
る
の
か
調
査
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

 

し
か
し
市
は
、
環
境
へ
の
影

響
を
調
べ
る
に
は
、
ま
ず
ル
ー

ト
を
あ
る
程
度
絞
り
「
概
略
計

画
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
答
弁
。
概
略
計
画
が
決
ま
れ

　

し
か
し
長
年
、
常
勤
職
員
の

採
用
が
行
わ
れ
ず
、
両
職
場
の

平
均
年
齢
は
約
59
歳
に
な
り
ま

し
た
。

９月の船橋市議会　日本共産党提案の意見書（発議案）と 主な陳情・請願への態度

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
議
長
を
除
く
９
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
９
人
）
、
結
＝
結
（
８
人
）
、

清
風
＝
清
風
会
（
５
人
）
、
飛
翔
＝
飛
翔
（
５

人
）
、
市
政
＝
市
政
会
（
３
人
）
、
無
所
属
（
４

人
）
は
・
三
・
佐
・
朝
＝
議
員
の
頭
文
字

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席
】

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 佐 朝

意
見
書

自衛隊中央情報隊による個人情報収集活動についての全容解明と
説明を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：１

×：４ × 〇 〇 × 〇

国旗損壊罪処罰法の廃止を求める意見書 否決 〇 〇：7
×：2 × × × 〇：２

×：３ × 〇 〇 × 〇

災害対策と被災者支援の抜本的な強化を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：１
×：４ × × 〇 × 〇

女性天皇・女系天皇実現への道を開く皇室典範改正を求める意見
書 否決 〇

〇：４
×：４
退：１

× × × 〇 × × 〇 × 〇

物価高騰、暮らしの危機打開のため経済政策の転換を求める意見書 否決 〇 × × × × × × × × × 〇

中学校給食の「完全無償化」を求める意見書 否決 〇 〇：２
×：７ × × × × × × 〇 × 〇

陳
情
・
請
願

すべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願 不採択 〇 〇：２
×：７ × × × × × × 〇 × 〇

「小選挙区制廃止、中選挙区制か比例代表制に移行に関する意見書」
提出に関する陳情 不採択 〇 × × × × × × × 〇 × 〇

医療センターの海老川上流地区（災害ハザードエリア）移転の見
直しを求める陳情 不採択 〇 〇：２

×：７ × × × × × × × × 〇

い
の
ち
守
る

「
難
病
患
者
援
助
金
」
の
維
持
と
拡
充
を

制
度
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
の
証
明
を
毎
回
提

出
す
る
実
績
払
い
か
ら
、
登
録

に
よ
る
定
額
払
い
へ
変
更
し
、

患
者
の
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
18
歳
以
上

で
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い

な
い
患
者
は
、
通
院
分
が
月
額

５
０
０
０
円
か
ら
２
５
０
０
円

に
、
入
院
分
が
月
額
５
０
０
０

円
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
、

受
診
頻
度
に
か
か
わ
ら
ず
一
律

に
す
る
こ
と
を
「
公
平
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
毎
月
通
院
す
る

患
者
へ
の
支
援
を
減
ら
す
こ
と

　

保
育
園
で
は
、
安
全
管
理
や

技
術
継
承
へ
の
支
障
も
懸
念
さ

れ
、
現
場
か
ら
「
常
勤
職
員
を

増
や
し
て
」
と
い
う
切
実
な
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
市
は

来
年
度
か
ら
、
よ
う
や
く
一
般

技
能
員
と
給
食
調
理
員
の
採
用

を
再
開
し
ま
す
が
、
現
場
が
限

界
に
な
る
ま
で
放
置
し
て
き
た

こ
と
は
重
大
な
問
題
で
す
。

　

さ
ら
に
可
燃
ご
み
収
集
で

は
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
業

務
を
委
託
し
、
一
般
技
能
員
を

異
動
さ
せ
る
こ
と
で
職
員
を
確

保
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

職
員
削
減
が
進
む
中
、
先
日
の

豪
雨
災
害
で
は
、
道
路
冠
水
や

浸
水
被
害
へ
の
対
応
で
現
場
職

員
は
厳
し
い
体
制
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
「
災
害
時
だ
か
ら
こ

の
程
度
で
も
仕
方
が
な
い
」
で

は
な
く
、
災
害
時
だ
か
ら
こ
そ
、

命
と
暮
ら
し
、
人
権
を
守
れ
る

職
員
配
置
へ
見
直
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。
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は
、
物
価
高
に
苦
し
む
患
者
へ

の
さ
ら
な
る
負
担
で
す
。

　

従

来

の

支

給

額

を

維

持

す

る

た

め

の

追

加

予

算

は

２
９
０
０
万
円
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
市
は
新
駅
建
設

に
約
１
０
０
億
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
大
規
模
開
発
よ
り
も
、

市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
施
策
を
優
先
し
、
援
助
金
の

維
持
・
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

家
庭
の
経
済
状
況
に
関
係
な
く

好
き
な
塾
に
通
わ
せ
て
あ
げ
た
い

　

船
橋
市
は
生
活
困
窮
世
帯

の
中
学
生
（
対
象
者
１
４
０
０

名
）
が
無
料
で
通
え
る
学
習

支
援
教
室
を
市
内
11
か
所
で

週
に
２
回
・
２
時
間
開
い
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
、
こ
の

教
室
の
登
録
者
数
は
３
４
３

人
で
し
た
。
千
葉
県
の
中
学

生
の
通
塾
率
は
63
・
８
％
（
文

科
省
調
べ
）
。
１
４
０
０
人
中

の
８
９
３
人
は
通
塾
を
希
望

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

８
９
３
人
の
半
数
以
下
し
か
、

市
の
こ
の
教
室
を
利
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
残
り
の
５
５
０
人

は
他
の
も
っ
と
自
分
に
あ
っ

た
塾
（
学
習
レ
ベ
ル
や
開
室
時

間
、
場
所
な
ど
）
に
自
腹
で
通

う
か
、
ま
た
は
そ
れ
が
無
理
で

塾
に
通
う
の
を
諦
め
て
い
る

か
で
し
ょ
う
。

　

「
市
が
開
く
教
室
以
外
の
塾

に
通
う
対
象
者
に
も
市
は
支

援
金
を
出
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
日
本
共
産
党
は
求
め
ま

し
た
が
、
市
は
後
ろ
向
き
の
回

答
で
し
た
。
ど
の
子
に
も
好
き

な
塾
に
通
わ
せ
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

ば
道
路
建
設
に
向
け
た
次
の
段

階
へ
進
み
ま
す
。
ル
ー
ト
を
決

め
て
か
ら
影
響
を
調
べ
る
の
で

は
順
番
が
逆
で
す
。

　

ま
ず
三
番
瀬
へ
の
影
響
を
十

分
に
調
査
し
、
影
響
が
避
け
ら

れ
な
い
な
ら
市
と
し
て
計
画
撤

回
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
三
番
瀬
の

自
然
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
新

湾
岸
道
路
の
計
画
中
止
を
求
め

て
い
ま
す
。

！?


